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参加数 活動実践発表組織 参加数 活動実践発表組織
第 ①Ｄ市保健協力員会 第 ①Ｋ村保健協力員協議会
1 ②Ｅ町保健協力員協議会 1 ②Ｈ保健所管内食生活改善推進員協議会
回 ③在宅保健師の会 回 ③在宅保健師の会
第 ①Ｆ町保健協力員会 第 ①Ｌ町保健協力員会
2 ②Ｂ市食生活改善推進員会 2 ②Ｍ町保健推進員協議会
回 ③在宅保健師の会 回 ③在宅保健師の会
第 ①Ｃ市保健協力員協議会 第 ①Ｎ村食生活改善推進員会
3 ②Ｇ町保健協力員協議会 3 ②Ｏ村保健協力員会
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